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【平成 22 年 2 月期 決算説明会 報告骨子】 
 

 

 

 

１．平成 22 年 2 月期 決算の総括（資料Ｐ１） 

・ 機械部門 …当社は減収、 

    ベクター社はドルベースで増収、円換算後では減収 

⇒連結売上高 79 億 50 百万円（前年同期比 12.3％減） 

・ 化成品部門…医薬品添加剤及び食品品質保持剤、栄養補助食品、 

        全ての部門で増収増益。 

⇒連結売上高 49 億 92 百万円（前年同期比 13.2％増） 

 

２．連結損益計算書（資料Ｐ２） 

・売上高  …129 億 43 百万円（前年同期比 4.0％減） 

       →当社の減収（前期比４億円減）及び円高の影響  

・営業利益 …  9 億 70 百万円（前年同期比 1.2％増） 

→国内において海外向け大型案件の貢献 

及び高利益率商品の売上伸張により粗利益率が 2.9 ポイント好転 

・経常利益 …  9 億 51 百万円（ 同 上 9.9％減） 

       →為替差損 50 百万、外貨預金利率低下による受取利息減少等の影響 

・当期純利益…  5 億 63 百万円（ 同 上 8.9％減） 

         

３．連結貸借対照表（資料Ｐ３） 

・流動資産 … 84 億 82 百万円（前期末比 ４億 1百万円減） 

→受注減少による棚卸資産の減少 

・流動負債 … 35 億 27 百万円（ 同 上 ９億６百万円減） 

          →仕入債務及び前受金の減少 

・総資産  …120 億 49 百万円（ 同 上  ４億 45 百万円減） 

 

４．セグメント別連結売上高の推移（資料Ｐ４） 

連結売上高 

・機械部門 …79 億 50 百万円（前年同期比 11 億 17 百万円減）、売上構成比 61.4％ 

・化成品部門…49億 92百万円（    同  上 ５億82百万円増）、売上構成比38.6％ 

 

５．機械部門の受注高・期末受注残高（資料Ｐ５） 

（１）当社 

受 注 実 績：45 億 43 百万円（前年同期比８億円減） 

期末受注残高：20 億 ２百万円（前 期 末 比６億 34 百万円減） 

（２）ベクター社 

受 注 実 績：＄24,174 千（前年同期比＄1,729 千減） 

期末受注残高：＄11,939 千（前 期 末 比＄ 572 千減） 

 

 

 

席上配布資料「平成 22 年 2 月期 決算説明会資料」とともにご覧ください。 
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６．平成 22 年 2 月期 セグメント別事業計画及び通期業績予想（資料Ｐ６～Ｐ８） 

（１）セグメント別事業計画 

①機械部門 

・ 当社 

新製品の意欲的な PR、 

競合との差別化、高付加価値提案での拡販 

産機分野への攻勢 

・ ベクター社 

国内における非医薬品市場の開拓、 

コスト削減 

欧州市場の基盤強化 

   ②化成品部門 

・ 医薬品添加剤 

上市した新商材のサンプルワークによる早期業績寄与 

・ 食品品質保持剤 

顧客に密着した営業活動 

名古屋営業所を拠点とした中部・北陸地方への積極攻勢 

   ・ 栄養補助食品 

当社独自の技術を活かした提案営業による新規顧客開拓 

（２）業績予想 

・ 新製品の開発・上市、 

・ 成長が見込まれるアジア市場への積極的な営業活動の展開 

・ 徹底した原価低減策と経費節減策の取組み    

連結売上高：１３０億円 

営 業 利 益：９億１０百万円 

経 常 利 益：９億５０百万円 

当期純利益：５億４０百万円  

 

７．海外子会社設立について 

平成 22 年 1 月アイルランドに Freund Pharmatec Ltd.を設立 

今年８月の開設を目指す。 

当社独自技術による医薬品の新剤形の開発に基づく技術供与を目的とし、 

ヨーロッパ市場への浸透を図る。 

 

以 上 


